
実践事例 ５年 「けがを防止し、元気に過ごそう」  

 指導者 阿 武 典 子  

Ⅰ 実態調査について 

 単元に入る前に、学習内容に関する事項について質問紙法を用いて、実態調査

を行った。その結果、学校でけがをしたことのある児童は、97.5％いた。学校で

けが(擦り傷・捻挫・打撲)をした際には、46％の児童が保健室を利用しており、

何もしなかった児童が 15％いることが分かった。また、各質問項目間の相互の関

係性を見ると、「学校の廊下や階段でのけがの発生の有無と登校中のけがの発生

予測の有無」、「登校中のけがの発生の有無とけがの予測有無」、「学校で遊ぶ

ときのけがの発生予測の有無と登校中のけがの発生予測、交通事故の発生予測、

犯罪被害遭遇の予測」には相関があることが分かった。 

 

相関係数 

  質問 6 質問 8 質問 9 質問15 質問16 質問17 質問18 

質問 6         .411**     

質問 8     .609**         

質問 9   .609**           

質問 15         .605**   .452** 

質問 16 .411**     .605**       

質問 17       .500** .465**   .541** 

質問 18       .452**   .541**   
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各質問項目の相互の関係性 



Ⅱ 授業の実際 

１ 第１次 けがの発生要因や防止方法を考える 

（１）事故や犯罪被害の防止方法を話し合う。 

 Ａ児は、教科書を開いてすぐに、「社会と同じだ」とつぶやいた。このつぶや

きは、３・４年社会下の教科書に「防ごう交通事故や事件」の単元があり、警察

署の仕組みや取り組みについて既習しているからだと思った。そこで、保健では、

交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがとその防止の視点

から学習していくことを伝え、学習を始めた。 

① 授業の流れと板書 

 児童は、交通事故を防止する仕組みは社会で学習し、事故や犯罪被害、学校生

活でのけがの防止については、全校集会や学級で何度も指導を受け、知識として

知っている。そこで、児童のもつ既習事項や経験をもとに、交通事故を防ぐ方法

を自分のこととして考えることができるようにした。 

 これは、その時の板書である。 

 ア）身の回りの生活の危険を見付ける。 

 イ）交通事故を防ぐ方法を考える。 

交通事故が原因でおこるけがは、人の行動や環境が関わって発生している

ことに気付く。 

 

  ウ）犯罪被害や水の事故を防ぐ方法を既習の交通事故を防ぐ方法を使って見

付ける。 

  エ）今日の学習で分かったことを短い文やキーワードで表す。 

② 提示した資料 
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この資料は、山口県警ＨＰ、山口警察ＨＰより引用し、

作成した。 

山口市の資料を提示することで、交通事故や声かけがが

身近で発生していることや、発生しやすい時間帯がある

ことに気付くことができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 考察 

 Ａ児の「社会と同じ」というつぶやきは、他教科の既習事項を確認しておくことの必

要性を改めて感じた一言であった。そして、他教科や特別活動などとの学習内容の類似

性を知り、この単元で、児童に何を学んでほしいかということを明確にして授業づくり

を行うことが大切だと思った。 

交通事故や水の事故、犯罪被害の防止については、知識としては周知しているが、実

際の行動とのずれが見られる。仲間と経験などを話し合う活動の中で、その知識と行動

とのずれを自覚する児童の姿も見られ、仲間と交流することが有効だと感じた。 

 

 

 

 

相互評価活動 

既習事項や生活経験から考える。この考

えをもとにして、小グループで話し合う。 

自己評価活動 

仲間と共に見出した複数の行動を基に表す 



（２）学校生活のけがの防止方法を話し合う① 

① 授業の流れと板書 

 ア）校内けが発生マップからけがの発生状況を知り、校内のけがの発生数を減少させ

ることができるのかを考える。 

 イ）実際に起こった渡り廊下のけがを事例に、けがの防止を考える。 

２時間続きの理科の休み時間に教室に帰りました。４時間目が始まりそうなので、急い

でいました。理科室に向かう６年２組前の渡り廊下の階段をとびおりて、左足首をひねり

ました。少し痛みを感じましたが、そのまま授業を受けました。 

 

 ウ）けがを防止するための行動を考える。 

 

 

② ワークシート 
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自己評価活動 

仲間と共に見出した複数

の行動を基に表す 

実践力と結びつける活動 

児童一人ひとりが、自分の行動を見直し、再発防止の手立てを考える場面である。 



③ 提示資料 

 ○保健室に掲示してあるけがの発生マップ 

 けがの発生マップは、常時保健室に掲示して

あり、けがをした児童が、保健室で手当を受け

たのちに、けがをした場所をシールで貼り、け

がの発生場所を示したものである。 

青色は低学年、赤色は高学年である。 

今回提示したものは、４月から１１月中旬ま

でのものである。 

  

 

④ 考察 

 口頭とワークシートで事例を提示したため、児童一人ひとりが想像する事象が異なっ

た。このことにより、けがを防止する方法よりも事例に疑問をもつ児童がおり、共通し

た視点でけがの防止を考えることができなかった。事例を提示する際には、すべての児

童が場面を理解できるような提示の方法が必要だと感じた。 

 

（３）学校生活のけがの防止方法を話し合う② 

① 授業の流れと板書 

 ア）前時のキーワードを提示する。 

    キーワードから、けがを防止するために必要な 

   「周囲の状況をよく見る」「危険に気付く」「安全 

な行動をする」「意識する」の４項目を確認する。 

 イ）本時の学習のねらいを示す。 

    ねらいは、前時に児童が発言した内容から作る。 

 ウ）雲梯で遊ぶときのけがの防止を考える。 

 エ）他の遊具で遊ぶときのけがの防止を考える。 

 オ）けがを防止するキーワードを考える。 

 カ）本時を振り返る。 
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② ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 提示した資料 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 小グループで課題について話し合う（相互評価活動） 

 ワークシートに雲梯で遊ぶ時の行動とけがの種類、けがの原因、けがを防ぐためのポイント

を一人ひとりが記入した後に、小グループでけがを防ぐためのポイントを話し合った。そうす

ることで、漠然としていた考えを整理したり、自分の行動の理由や思いを表出したりして、自

分に合った具体的な行動を見出すようにした。その後、全体で交流した。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

本校の遊具の写真を提示し

た。児童が、この写真を使

って、実際に起こったけが

の経験を語ることにより、

誰もが状況を理解しやすく

なった。 

 

児童の説明の様子 

ワークシートに記入する活動 小グループで話し合う活動 

 

全体での交流 



⑤ 自分に合った行動を短い文やキーワードで表す（自己評価活動） 

 仲間と共に見出した複数のけがを防止する行動を基に、実践したい自分なりの行動を短い文

やキーワードで表す。そうすることで、学習したことを生活の中で活用しやすくしておくよう

にする。記入後に、全体でも交流した。 

   

⑥ 仲間の意見を聞いて思ったことを観点に振り返る(自己評価活動) 

 学習の終末の振り返り活動において、友だちの意見を聞いて思ったことをワークシートに記

入したり、発表したりした。そうすることで、自他の生活行動の類似点や相違点に気付いたり、

仲間と共に学ぶことの良さを感じたりすることができるようにした。 

 

⑦ 考察 

 学習の導入の場面で、前時に児童が考えたキーワードを使って、けがの防止のポイントを示

したり、本校の雲梯の写真を提示したりすることにより、より身近なこととして学校内のけが

の防止を具体的に考えることができたのではないかと思う。 

  

２ 第２次 けがの簡単な手当ができるようにする 

（１）けがの手当の実習をする。 

① 授業の流れと板書 

 ア）けがの防止のポイントを振り返る 

イ）けがの手当をする理由を考える 

 ウ）けがの手当の基本を提示する。 

 エ）けがの手当の基本を使って、手当の仕方を考え、実際に行う。 

 オ）けがの手当を受けるときの伝え方を考える。 

 カ）けがの手当をする時のキーワードを考える。 

Ｃ児のワークシ

ートに記入した

けがを防止する

行動 

Ｃ児のワークシ

ートに記入した

友だちの意見を

聞いて思ったこ

とや感じたこと 



  

 

② 提示資料 
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自然治癒力の説明 
ＲＩＣＥの説明 

鼻血の手当の説明 

 この他に提示した資料は、 

・血の止め方 

・やけどの症状と程度 

・けがをした時の伝え方 である。 

 ＲＩＣＥの説明の際に使用した資料と、けがをした時

の伝え方は、保健室の救急処置コーナーの前に常設掲示

してあるものを使った。 



③ ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 考察 

 けがの手当をする際の基本となる「傷口を清潔にする」「ＲＩＣＥ」を説明した後に、けが

の手当の仕方を考えるようにした。そうすることで、どのようなけがにもすぐに対応できるよ

うにしたいと考えたからである。児童も具体的なけがの手当を考えていく際に、ＲＩＣＥを使

えば、手当ができることを感じていたようである。 

 鼻血が出たときになぜ、小鼻を押さえるのか、やけどをしたときにすぐに冷やすのはどどう

してかについては、理由を説明したことにより、手当に対する理解が深まったようである。 

 

３ 本単元の考察と課題 

 子どもたちは、健康で安全に過ごすための方法について、具体的に「○○をしたらいいよ」

「○○もあるよ」というように即答できる複数の情報を知っている。その知っている情報の実

践状況について、「知っている○○を実際に行っていますか」と問うと「やっているよ」と答

え、本人なりに実践していると思っている。そして、多くの子どもたちが、健康で安全な生活

を特に意識しなくても、困ることなく、日常生活を送ることができている。しかし、保健室に

来室した子どもや学校での生活行動を観察していると、知っている健康や安全に関する情報の

実践が形式的になっていたり、けがの発生へとつながる行動をしていたりするのではないかと

感じることがある。そこで、保健学習で学んだことを実践化へとつなげる方法として、学習内

容をキーワードで表すようにした。そうすることで、保健学習で学んだことを生活の中で活用

していきたいという意欲を高めたり、仲間と共に健康で安全に関する知識や経験から複数の生

活行動を思案したりしながら、自分に合った具体的な生活行動を見出すことができるようにし

た。子どもが自分なりに考えたキーワードを生活の中での活用の有無については、今後、担任

と連携をしながら調査していくことが大切だと思う。 

  


